
3.壁穴工事

2.外形寸法図

4.電気工事

三菱　　　　　　　　　換気扇（台所用）メタルコンパック

20cm・25cm・30cm
形名によって据付･取扱方法が
異なりますので、予めご使用の
形名をご確認ください。

スタンダードタイプ

再生形フィルター付タイプ

EX-20LMP10 EX-25LMP10
EX-20EMP10 EX-25EMP10 EX-30EMP10
EX-30FMP10

連動式
電気式
連動式

引きひも
埋込スイッチ
引きひも･速調付

シャッター方式形　　　名 運転方式

EX-20LMP10-F 
EX-20EMP10-F
EX-25LMP10-F
EX-25EMP10-F

連動式
電気式
連動式
電気式

引きひも
埋込スイッチ
引きひも

埋込スイッチ

シャッター方式

P-20XFMタイプ

P-25XFMタイプ

交換用フィルター形　　　名 運転方式

天井、壁から70mm以上離す。
必ず床面より1800mm以上のメンテナンス可能な位置に据付ける。

壁穴の寸法は木枠（不燃枠）の厚さに応
じ異なりますが板厚20mmの場合下表の
寸法となります。
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70mm以上
不燃枠または木枠
（システム部材）

壁穴

絶縁枠
（システム部材）

□
A

機　　種
羽根径20cm
羽根径25cm
羽根径30cm

Ａ
290
340
390

Ｂ
250
300
350

単位(mm)

※木枠の内寸法Ｂは、うちわボルト
取付の場合±5、木ねじ取付の場
合　　の範囲内で製作してください。0

5　－

※木枠の室内側の面が壁面と同一面にな
るように据付けてください。パネル落
下の原因になります。

※絶縁枠は据付け壁面が金属板などの場
合にご使用ください。

壁穴・木枠の寸法

壁穴位置

タイプ工事 LMP10･FMP10･LMP10-F

本体に引きひもスイッチが付いていま
すので不要です。

本体にスイッチがないため操作しや
すい場所に埋込スイッチ（システム
部材）を設けてください。

EMP10･EMP10-F

コンセント工事
右記の①、②のい
ずれかを実施して
ください。

埋込スイッチ工事

①専用コンセントを設ける場合、換気扇近くに設けてください。
②換気扇内部にコンセントを設ける場合、同梱のコンセント取付金具を使用し
ます。

　「6.コンセント取付方法」を参照してください。

■埋込スイッチ・埋込コンセントの取付ボックスは、JIS　C　8340に規定の市販品を利用してください。

2602876HJ1001

〇木枠作りのお願い
板厚20mm以上で室外側下部に約5°の傾斜をつける…雨水浸入防止
木枠内のり寸法が小さい木枠に据付けると本体が変形したり、シャッターが動
作しないことがあります。

取扱説明書（据付説明書付）

注意 誤った取扱いをしたときに軽傷
または家屋・家財などの物的損
害に結びつくもの

禁止

指示に従う

●天井には据付けない
　落下によるけがの原因。

●本体の据付けは十分強度のある
ところを選んで確実に行う
　落下によるけがの原因。

●部品の据付けは確実に行う
　落下によるけがの原因。

●据付けの際は手袋を着用する
　けがの原因。

据付け終了後は、必ずこの説明書をお客様にお渡しください。

●据付けを始める前にこの説明書をよくお
読みになり、正しく安全に据付けてくだ
さい。据付けは販売店・工事店様におい
て実施してください。
●電気工事は販売店・工事店様において有
資格者である電気工事士の方が実施して
ください。（無資格者の電気工事は法律
で禁止されています）

●ご使用の前にこの説明書をよくお読み
になり、正しく安全にお使いください。
●「取扱説明書」は大切に保存してくだ
さい。
●お客様ご自身では据付けないでくださ
い。（安全や機能の確保ができません。）

この製品は日本国内用ですので日本国外では使用できず、またアフターサービスもできません。
This appliance is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country. 
No servicing is available outside of Japan.

お客様へ 工事店様へ

■スタンダードタイプ
　〈LMP10・EMP10・FMP10〉

■再生形フィルタータイプ
　〈LMP10-F、EMP10-F〉

■変化寸法表
 〈スタンダードタイプ〉 単位（mm）

116
141
166

H
51
67
83

G
47
36
48

F
35
35
46

E
30
30
45

D
240
290
340

C
10
10
15

B
300
350
400

A
羽根径20cm
羽根径25cm
羽根径30cm

機　種
120
170
220

J
265
315
365

K
約0.6m
約0.6m
約1.0m

L
97
122
142

M
 〈再生形フィルタータイプ〉 単位（mm）

265
315

H
120
170

G
116
141

F
166
191

E
51
67

D
240
290

C
316
366

B
300
350

A
羽根径20cm
羽根径25cm

機　種
97
122

J

4か所×5×8据付用長穴

J

F 67
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引きひも有効長約0.6ｍ
（電気式は引きひもなし）

電源コード有効長約0.6ｍ

お願い
● 下記の場所には据付けないでください｡

●　温泉地   ●　塩害地域
●　薬品工場  ●　養鶏・養豚場のようなほこりや有害ガスの多い場所
●　業務用厨房  ●　カーテン・ひもなどが触れるおそれのある場所
●　直射日光が当たる場所

● 雨水の直接かかる場所では雨水が浸入することがありますので、専用ウェザー
カバーをご使用ください。

● ダクト接続はできません。
● 天井・壁から70ｍｍ以上、コンロから1m以上、ガス給湯器横から50cm以上
離れたところに据付けてください。

● 床面から1800ｍｍ以上のメンテナンス可能なところに据付けてください。
● 空気の流れが必要なため、換気扇は対面に出入口・窓などがあるところに据付
けてください。

● 外風の強い場所・高気密住宅への設置には下記のような症状が発生する場合が
あります。
●　羽根が止まったり逆転する　　●　停止時に本体のすき間から外風が侵入する
●　外風でシャッターがばたつく　●　換気しない

1.安全のために必ず守ること
工事店様へ据付説明書

誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

警告 誤った取扱いをしたときに
死亡や重傷などに結びつく
可能性があるもの

禁止

指示に従う

●台所に据付ける場合は、調理時に安全
に操作できる位置（引きひもを確実に
まっすぐ下に引ける位置）に据付ける
　火傷・けがの原因。

●改造しない
　火災・感電の原因。

●高温（室内温度40℃以上）にな
る場所や直接炎のあたるおそれ
のある場所には据付けない

　火災の原因。

浴室取付禁止

●浴室など湿気の多い場所や結露
する場所には据付けない

　感電・故障の原因。

●交流100Ｖを使用する
　交流100V以外を使用すると火
災や感電の原因。

水ぬれ禁止

●製品を水につけたり、水をかけ
たりしない
ショートや感電の原因。

●電気工事は電気設備の技術基準
や内線規程に従って有資格者が
安全･確実に行う

　接続不良や誤った電気工事は、
感電や火災の原因。

●メタルラス張り、ワイヤラス張り、
または金属板張りの木造の造営物に
据付ける場合、換気扇金属部とメタ
ルラス、ワイヤラス、金属板とが電
気的に接触しないように据付ける

　漏電した場合発火の原因。

本体

形名表示位置

4か所×5×8据付用長穴
（上2・下2）

電源コード有効長Ｌ
引きひも有効長約0.6ｍ（電気式は引きひもなし）
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金属カバー
電源コード
絶縁テープ

5.据付方法

7.据付後の確認および試運転

①油だまりのかたむきがないか確認して、ツマミねじを締め付け固定する。
②フィルターは上部を差込み、上に持上げた状態で下部をはめ込む。
　（再生形フィルター付機種のみ）

5.油だまり・フィルターを取付ける

●左右の上下4か所から出せます。
3.コンセントの位置に合わせ電源コード引出口を決める

●「うちわボルト」2本で確実に固定する。
または市販の木ねじで据付用長穴上
（2）・下（2）計4か所固定する。
●2.5m 以上の高さに据付ける場合は安全
のためうちわボルトは使用せず、必ず市
販の木ねじで据付用長穴上（2）・下（2）
計4か所固定する。

2.本体を据付ける

●フィルターは左右のツマミを持って軽く
上側に押し、手前へ引く。
●パネルはスピンナー・羽根をはずしてか
らモーターを押さえてパネルの手掛け部
を持上げてはずす。

1.フィルター・スピンナー・羽根・パネルをはずす

①パネル裏側上面のツメを本体上部に引っ
掛け取付ける。
②羽根をモーター軸に挿入する。
③スピンナーを「ユルム」の反対方向に回
し、羽根に当たるまで締め付ける。

4.パネル・羽根・スピンナーを取付ける

●うちわボルトを使用しない場合は、う
ちわボルトおよび固定金具をはずして
ください。
●市販の木ねじは、めっき等を施した耐
食性のある鉄製のねじを使用してくだ
さい。

お願い

スピンナーは確実に締め付け、羽根の
ガタがないことを確認してください。

お願い

※スタンダードタイプにはフィルターはありません。

埋込コンセントの取付けかた

※EMP10・EMP10-Fタイプ
はシステム部材の埋込ス
イッチが必要です。

シャッター方式が電気式のタイプ
には引きひもはありません。

スタンダードタイプ
にはフィルターは　
ありません。 埋込コンセントを取付ける場合は、

「6.コンセント取付方法」を参照し
てください。

※同梱部品：コンセント取付金具

●据付作業終了後、試運転の前にチェック表に従って点検します。
●不具合があった場合は必ず直してください。
（機能が発揮されないばかりか、安全が確保できません）
●お客様立ち会いで試運転を行ってください。

チェック項目 不具合の対策 チェック

電源は100Vですか？ 100Vに直します。
（異電圧を印加すると製品が破損します）

本体の据付け強度は十分ですか？ うちわボルトまたは木ねじで確実に固定
します。

パネルが確実に取付けられていますか？ パネルを取付け直します。

スピンナーが確実に取付けられています
か？

スピンナーを締め付け直します。

（引きひもスイッチタイプの場合）
引きひもを引いて動作を確認しましたか？

引きひものからみなどを直します。

（壁スイッチタイプの場合）
スイッチと本体の動作は合っていますか？

結線図に従って結線を直します。

羽根当たり音がしていませんか？ パネルをはずして配線の処理、部品の取
付けを直します。

シャッターが正常に作動していますか？ シャッターの変形､部品の取付け、木枠の
内寸法を確認します。

試
運
転
前

試
運
転
時

※市販の埋込コンセント2極（定格125V15A）をご
用意ください。
　（適用電線：単線φ1.6またはφ2，例：VVF）

1 各部のなまえ

2 電気工事

3 据付工事

付属部品
ねじＡ（カバー固定用）…………………1本
ねじＢ（コンセント取付金具固定用）…1本

屋内配線を図のように木枠（絶縁枠）を通し
て埋込コンセントに接続します。
●木枠右上部の30mmの切欠きには釘を打たない
でください。

●電源コードの皮むき寸法はコンセントの説明書
に従ってください。

埋込
コンセント

屋内配線
（電源コード）
不燃枠または木枠

木枠切欠き
約30mm

絶縁枠
φ12の貫通穴を
マイナス(－)ドライバーで
打ち抜いてください

埋込コンセント

電源コード

3.カバーの取付け
換気扇のプラグをコンセントに差込んでカバーを
閉じ、ねじＡで固定する。

2.換気扇への固定
（換気扇が据付けられているときは、換気扇を引
き出して作業してください。）
コンセント取付金具を換気扇内部右下の差込み
部に取付けて固定する。
カバーをコンセント取付金具に被せ、本体側面か
ら付属のねじＢで固定する。

分電盤のブレーカーを切り、換気扇のスイッチが
切れていることを確認して作業してください。

1.コンセントの取付け
コンセント取付金具にコンセントを図のように差
込む。
穴部にマイナス（―）ドライバーを差込んで回転さ
せ、ツメ部をコンセントの穴に押し込み固定する。

4.電源コードの長さを調節する
換気扇のコード掛けを起こして電源コードを巻き
付ける。
電源コードを巻き付けた後は、コード掛けを倒し
て電源コードを固定してください。
●電源コードを保護するために市販の絶縁テー
プを使用してください。
●電源コードのたるみが羽根、パネルに当たらな
いようにしてください。

5.換気扇の試運転
電源を入れ換気扇の運転に異常がないか確認す
る。

埋込コンセントは必ず組込んだ換気扇専
用のコンセントとし、外部機器のコンセ
ントとしては使用しないでください。

お願い

コンセント
取付金具

埋込
コンセント

穴

スピンナー
油だまり

ツマミねじ

羽根 パネル

ツメ（裏側）

ワッシャー

フィルター
スピンナー

羽根

モーター
パネル

手掛け部

本体

ねじＢ

ねじＡ

本体

カバー

コンセント
取付金具

埋込コンセント
（市販品）

カバー

電源プラグ コンセント
取付金具

カバー
ねじＡ

ねじＢ

本体

差込み部

コンセント
取付金具

モーター

スピンナー

フィルター

シャッター

本体

据付用長穴（木ねじ用）

ウェザーカバー
（システム部材）

不燃枠または木枠
（システム部材）

屋内配線引込口
（内部コンセント使用の場合）

羽根

パネル

コード引出口

油だまり

ツマミねじ

ワッシャー

電源プラグ

引きひも

ツメ（裏側）

※電源コードは金属カバーの上
を通して引き出してください。
コードの長さはコード掛けに巻
き付けて調節してください。

【電源コードの引き回しかた】

うちわボルト

固定金具
本体の固定のしかた

シャッターを開いたまま床などに置かないでくだ
さい。
シャッターが変形し動作しないことがあります。

お願い

本体 電源コード

コード掛け
※2か所起こして
　使用してください。

絶縁テープ

●据付けの際は手袋を着用する
　けがの原因。注意

コード掛け
※2か所起こして使用して
ください。電源コードの
かみ込みや傷付きが生じ
ないようにしてください。

●部品の据付けは確実に行う
　落下によるけがの原因。

注意

6.コンセント取付方法
●本体外部のコンセントを使用する場合は、本項の作業は不要です。
●本製品にコンセントは付属していません。市販の埋込コンセント2極（定格125V15A）をご用
意ください。

●電気工事は電気工事士の方が実施してください。
●本体と木枠（建物開口）との間に5mmのすき間が必要です。

ツメ部ドライバー

※ドライバーを回転させ、
　ツメ部を押し込む

ツメ部

8.お客様への説明
取扱説明書に従って、正しい使い方をお客様、発注者または管理者にご説明ください。



■LMP10・LMP10-Fタイプ
　引きひもを引くごとに「入」←→「切」します。

■EMP10・EMP10-Fタイプ
　壁スイッチで「入」←→「切」します。

■FMP10タイプ
引きひもを引くごとに「強」→「弱」→「切」に切換わります。

各部品のはずしかた

１油だまり

２スピンナー・羽根
●羽根を軽く持ってスピンナーを
「ユルム」の方向に回す。
●羽根を手前に引く。

３パネル
●手掛け部を手前に引いてはずし、パネ
ル裏側上面のツメを本体からはずす。

●下側にあるツマミねじをはずす。

４本体

●本体が木ねじで壁に固定されている場合は
本体を壁からはずさないでください。
壁側のねじ穴が破損し、製品落下の原因。
●シャッターは本体からはずさないでください。
動作不良の原因。

お願い

●油だまりの両横を持って、傾けないように
してはずしてください。

　油がこぼれる原因。

お願い

●手掛け部のねじ（2本）をはずさないでく
ださい。

　パネル取付不良の原因。

お願い

〈内部コンセントがある場合〉
①換気扇のプラグを抜く
ねじＡを取りはずし、カバーを開け
る。
コンセントからプラグを抜く。

②本体を手前に4cm程引き出す
「うちわボルト」をゆるめ、本体を
手前に4cm程引き出す。

④本体をはずす
不燃枠（木枠）から本体をはずす。

③コンセント取付金具とカバーをはずす
本体側面のコンセント取付板の固定ね
じＢをはずす。
屋内配線コードを埋込コンセントに付
けたまま、コンセント取付金具を手前
に引いて本体からはずす。

〈本体の近くにコンセントがある場合〉
●電源プラグをコンセントから抜き、本体上部
にある「うちわボルト」をゆるめて本体を不
燃枠（木枠）からはずす。

清掃のしかた

スピンナー

羽根

角穴
（本体）

パネル

ツメ
（パネル）

手掛け部

油だまり

ツマミねじ
ワッシャー

本体
埋込コンセント

うちわボルト

固定金具
電源プラグ

コンセント

本体 埋込
コンセント

不燃枠
（木枠）

うちわボルト

固定金具

ねじB

カバー

本体

差込み部

コンセント
取付金具

使用方法

● 台所用中性洗剤に記載の使用量の目安まで薄めて使用してください。
（洗剤は原液のままで使用しないでください）
● お手入れに下記の溶剤・洗剤を使用しないでください。
（台所用中性洗剤をご使用ください。ただし、柑橘系などの植物系洗剤はプラスチックが破損するお
それがあるため使用しないでください）
シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、灯油、スプレー、酸性洗剤、アルカリ性洗
剤、化学ぞうきんの薬剤、クレンザーなどの研磨剤入りの洗剤、殺菌剤、消毒剤など
（異常音の発生、変質、変色や故障の原因になります）
● シャッターを開いたまま床などに置かないでください。
● 羽根に水分が付着した状態でモーター軸に取付けないでください。
（モーター軸にサビが発生し、羽根がはずせなくなるおそれがあります）

お願い

■羽根・油だまり・スピンナー(清掃目安：約2～3か月に1度)
台所用中性洗剤を溶かしたぬるま湯（40℃以下）に浸して、スポンジなどで軽く
こすって汚れを落とす。汚れを落とした後、水洗いし、よく乾かしてください。
■パネル(清掃目安：汚れが目立ってきたとき)
乾いた布でからぶきする。または、水洗いし、よく乾かしてください。油汚れが目立つ
場合は台所用中性洗剤を溶かしたぬるま湯（40℃以下）に浸して、スポンジなどで
軽くこすって汚れを落とす。汚れを落とした後、水洗いし、よく乾かしてください。
■本体(清掃目安：汚れが目立ってきたとき)
台所用中性洗剤を溶かしたぬるま湯（40℃以下）に浸した布で汚れをふき取った
後、洗剤が残らないように乾いた布でからぶきしてください。

お手入れ

● 引きひもはゆっくりとまっすぐ下に引いてください。（引きひもスイッチタイプ）
斜めに引いたり急に力を加えますと、引きひもが取れたりスイッチが故障する原因になり
ます。引きひもが取れた場合は、お買上げの販売店または工事店にお申しつけください。

● 換気扇設置場所で中性以外の洗剤や消毒剤などを頻繁に使用しないでください。
（製品の寿命が短くなる場合があります）
● 調理時には、高温になった鍋やフライパン、炎などに手や衣類が触れる場合があり危険です
ので、引きひもの操作はしないでください。（引きひもスイッチタイプ）

● フード内に換気扇を据付けた場合、調理中は必ず換気扇を運転してください。
（運転しないとフード内が高温になり、換気扇の寿命が短くなります）

お願い

お客様へ取扱説明書

誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

注意 誤った取扱いをしたときに軽傷
または家屋・家財などの物的損
害に結びつくもの警告 誤った取扱いをしたときに

死亡や重傷などに結びつく
可能性があるもの

安全のために必ず守ること

禁止

分解禁止

水ぬれ禁止

禁止

接触禁止

指示に従う

ぬれ手禁止

●本体各部に直接水やお湯をかけ
ない
　ショート・感電の原因。

●改造や工具を必要とする分解は
しない

　火災・感電・けがの原因。
　分解・修理は修理技術者のいる
販売店または当社のお客様相談
窓口にご相談ください。

●ガス漏れに気づいたら、換気扇
のスイッチを入・切や電源プラ
グの抜き差しはしない

　爆発・引火の原因。
●電源コードを傷つけたり、加工
したり、たばねたりしない

　火災・感電の原因。

●ぬれた手で電源プラグを抜差し
しない

　感電・けがの原因。

●引きひもを急に引っぱったり、
斜めに引っぱらない
　引きひもが取れて調理器具等の
高温部や炎に手などが触れ、火
傷・けがの原因。

●羽根や部品の取付けは確実に行
う
　部品の落下によりけがの原因。

●お手入れの際は手袋を着用する
　けがの原因。

●運転中は、羽根の中に指や物を
入れない
　けがの原因。

●電源プラグを抜くときは、電源
コードを持たずに先端の電源プ
ラグを持って引き抜く

　感電・ショートして発火の原因。

●お手入れの際、電源プラグの刃
および刃の取付面にほこりが付
着している場合は、よく拭く

　火災の原因。

●お手入れの際は、必ず電源プラグ
をコンセントから抜くか、分電盤
のブレーカーを切る
　感電・けがの原因。

●長期間使用しない場合は、電源
プラグをコンセントから抜くか
分電盤のブレーカーを切る
絶縁劣化による感電・漏電火災
の原因。

プラグを抜く

指示に従う

プラグを抜く

●交流100Ｖを使用する
　交流100V以外を使用すると火
災や感電の原因。

●異常・故障時には、直ちに使用
を中止する
発煙・発火、感電、けがの原因。
〈異常・故障例〉
本説明書末尾の「愛情点検」を
ご参照ください。

フィルターのお手入れ（フィルター付タイプのみ）

１フィルターをパネルよりはずす
ツマミを持ちいったん押上げ、手前に引張る。

２フィルターはお湯を流しながら
タワシなどで洗う

３水分をふき取り乾燥させ取りはずし
と逆の順序で組立て取付ける

ツマミ

フィルター
㈫③

㈪②
㈰①

● お手入れの際は手袋
を着用する。
 けがの原因。

注意
● お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントから抜くか分
電盤のブレーカーを切る。感電・けがの原因。

● ぬれた手で電源プラグを抜差ししない。感電・けがの原因。
● 本体各部に直接水やお湯をかけない。ショート・感電の原因。

警告

ねじ

●交換したい場合、新しいフィルターと交換
してください。

カバー
ねじＡ

EX-20LMP10-F
EX-20EMP10-F
EX-25LMP10-F
EX-25EMP10-F

形　　　名

P-20XFMタイプ

P-25XFMタイプ

交換用フィルター



お手入れが終わりましたら、取りはずしと逆の順序で組立てる。

お手入れ後の組立てと確認

⑤電源を入れ換気扇の運転に異常がないか確認する。

①埋込コンセントがコンセント取付金具に確実に取付けられているか？
（内部コンセントがある場合）
②電源コードに傷はないか？
③シャッターの開閉がスムーズにできるか？
④本体、羽根、スピンナー、パネル、油だまりが確実に取付けられているか？

■部品の落下や故障を防ぐため次の点検をしながら組立てる。

●うちわボルトに緩みがなく、本体が確実に固定されているか確認してください。
●パネルを軽く引張ってはずれないことを確認してください。
●油だまりは傾きがないか確認して、ツマミねじを締め付け固定してください。
●スピンナーは確実に締め付け、羽根のガタがないことを確認してください。
●引きひもにほつれ・緩みなどの異常がないか確認してください。

お願い

下のような症状があれば点検してください。
点検をしても直らない場合、また下記以外の現象が生じた場合は、必ず分電盤ブレーカーを
切って（電源プラグを抜いて）からお買上げの販売店または、工事店にお申しつけください。

こんなとき 点検してください原　　　因

運転しない ●分電盤ブレーカーを点検します
●停電ではありませんか？本体に通電されていますか？

コントロールスイッチ
の操作と動作が違う
（強運転はできるが、
弱運転はできない）

販売店または工事店へ確認します

取付け直します

うちわボルトをゆるめ本体の変形
を直します

誤結線です

運転中に異常な音がす
る

パネル、羽根が確実に取付け
られていますか？

シャッターが正常に動
作しない

本体が変形していませんか？（取
付用うちわボルトの締めすぎ）

販売店または工事店へ確認します本体、シャッターが変形して
いませんか？

※測定方法はJIS C 9603による

■スタンダードタイプ

形　　名 ノッチ 消費電力（W）
50Hz 60Hz

風量（m3/h）
50Hz 60Hz

騒音（dB）
50Hz 60Hz

質量
（kg）

電圧100V

排
排

排
排
排

排
強
弱

12.5
22.5
30
22
13.5
23.5
31

16
26.5
35
23.5
17
27.5
36

552
900
1212
978
552
900
1212

606
942
1206
960
606
942
1206

35.5
37
38
32
35.5
37
38

38
38
37.5
31.5
38
38
37.5

2.8
3.2

4.0

2.9
3.3
4.1

EX-20LMP10
EX-25LMP10

EX-30FMP10

EX-20EMP10
EX-25EMP10
EX-30EMP10

※測定方法はJIS C 9603による

■再生形フィルター付タイプ

形　　名 ノッチ 消費電力（W）
50Hz 60Hz

風量（m3/h）
50Hz 60Hz

騒音（dB）
50Hz 60Hz

質量
（kg）

電圧100V

排
排
排
排

12.5
22.5
13.5
23.5

16
26.5
17
27.5

504
750
504
750

540
794
540
794

34.5
35.5
34.5
35.5

36.5
37
36.5
37

3.1
3.6
3.2
3.7

EX-20LMP10-F
EX-25LMP10-F
EX-20EMP10-F
EX-25EMP10-F

■補修用性能部品の保有期間
●当社は、この換気扇の補修用性能部品を、製造打切り後6年保有しています。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

●長年ご使用いただくためには換気扇のメンテナンスが必要です。
●モーターは消耗部品です。

中津川製作所 〒508－8666 岐阜県中津川市駒場町1番3号

お客様
メモ

サービスを
依頼されるとき
便利です。

形　　　　　名

お買上げ年月日

　　（　　　　　）

お買上げ店名
（住　　所）
（電話番号）

この製品には地球環境保護の
一環として再資源化ができる
ように主なプラスチック部品
に材質名を表示しています。

材質名は主材料にISO規定の
略号を使用。

年　　　　　　月　　　　　　日

ご使用の際
このようなことは
ありませんか｡

愛情点検 長年ご使用の換気扇の点検を！

使用

中止

故障や事故防止のため、
電源を切って必ず販売
店にご連絡ください。
点検、修理に要する費
用は販売店にご相談く
ださい。

●スイッチを入れても羽根が回転しない。
●運転中に異常音や振動がする。
●回転が遅いまたは不規則。
（モーターはメンテナンスが必要な部品です）
●こげ臭いにおいがする。
●本体据付部に腐食、破損などがある。

〈電気式シャッターの場合〉
※埋込スイッチ

〈連動式シャッターの場合〉
※引きひもスイッチ

ロッド

連結板

バネ

連結板

バネ

ワイヤー

うちわボルトがゆるんでいませ
んか？

うちわボルトが木枠にしっかりあ
たるように締めます

故障かな？と思ったら

仕　　様

アフターサービス

●羽根や部品の取付けは確実に行う
　部品の落下によりけがの原因。

注意

【製造年】本体に西暦4ケタで表示してあります
【設計上の標準使用期間】15年
設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化
による発火・けが等の事故に至るおそれがあります。

〔本体への表示内容〕
※経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注
意喚起するために電気用品安全法で義務付けられた右の内
容を本体に表示しています。

〔設計上の標準使用期間とは〕
※運転時間や温湿度など、標準的な使用条件（右表による）
に基づく経年劣化に対して、製造した年から安全上支障な
く使用することができる標準的な期間です。
※本製品の設計上の標準使用期間は、製造年を始期とし、
JIS C 9921-2に基づいて算出したもので、無償保証期間
とは異なります。また、偶発的な故障を保証するものでも
ありません。
●本製品は取扱説明書記載の設置場所の想定時間を用いて設
計上の標準使用期間を算出しています。
●「経年劣化」とは長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる
劣化をいいます。

100V
50Hzおよび60Hz
20℃
65％
標準設置
定格負荷
換気時間ａ）

台所　　　2410時間/年
居室　　　2193時間/年

環境条件

JIS C 9603から引用

定格電圧による
定格周波数による

据付説明書による
「仕様」による負荷条件

想定時間

電 圧
周 波 数
温 度
湿 度
設置条件

1年間の
使用時間

■標準使用条件　JIS C 9921－2

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

●連結板とバネの結合位置が正しいことを確認してください。

■ご不明な点や修理に関するご相談は
●お買上げの販売店か下記の「三菱電機 ご相談窓口・修理窓口」にご相談ください。

■修理を依頼されるときは
●ご使用を中止し、電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。
●修理料金は
技術料＋部品代（＋出張料）などで構成されています。
●技術料…製品の点検や故障した製品を正常に修復する

ための料金です。
●部品代…修理に使用した部品代金です。
●出張料…お客様のご要望により、製品のある場所へ技

術員を派遣する費用（出張料）や有料駐車場
の費用（駐車料）を別途いただく場合があり
ます。

■この製品は、日本国内用に設計されていますので、国外では使用できません。
また、アフターサービスもできません。

●ご連絡いただきたい内容

1. 品　　　名　標準換気扇
2. 形　　　名　EX-◯◯◯◯
3. お買上げ日　　　年　　月　　日
4. 故障の状況　(できるだけ具体的に)
5. ご　住　所　(付近の目印なども)
6. お名前・電話番号・訪問希望日


	据付説明書
	1.安全のために必ず守ること
	2.外形寸法図
	3.壁穴工事
	4.電気工事
	5.据付方法
	6.コンセント取付方法
	7.据付後の確認および試運転
	8.お客様への説明

	取扱説明書
	安全のために必ず守ること
	使用方法
	お手入れ
	故障かな？と思ったら
	アフターサービス
	仕　　様



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


